
 
横浜山の会 2023 年 5 月号会報 第 710 号 

御坂：三ッ峠岩トレ 

◆日程 2023年 4月 16日 (日) 

◆メンバー L : TY、OT、OY、IZ、OB、GT、SD 

◆天候 晴れ 

南 MD 駅 5:30 集合で GT 車、OT 車に分乗して出発。三ッ峠登山口手前のゲートは冬期のためか

閉まっていて、見たことないくらい車もいっぱいあった。路肩に無理やり２台駐車して歩き始める。いつ

もながらかなりの急登を１時間以上登り山小屋に着くと今度は急な階段を下って屛風岩に向かう。屛風

岩は高差 80ｍ、幅 200ｍのスケールを有する関東を代表するゲレンデである。 

手始めに易しい右フェイス南面の一般ルートへ向かうがすでに団体さんが取付いている。仕方ない

ので右フェイス東面の地蔵ルート(Ⅴ）を TY さんがリードで登る。出だしが足場が無くて難しいが残置

ハーケンにヌンチャクを掛けて A0 で行く。最後もいやらしい箇所があるがじわじわと身体を上げて登り

切った。一発目でこの登りは流石である。 

もう 1本作ろうと空いていた一般ルート左(Ⅳ＋)をOYさんがリードで登ってくれた。この 2ルートを代

わる代わるトップロープで登る。私も地蔵ルートに取り付いたがやはり最初が難しく A0 でないと登れな

かった。でもそこから先はホールドは細かいが丁寧に拾っていけばそんなに難しいこともなく上まで上

がれた。 

一般ルート左は下から見ると立っていて難しいようだったが、実際はガッチリホールドがいいところに

あり地蔵ルートよりはかなり易しかった。 

昼食を挟んで中央フェイスのマルチピッチ中央カンテルート(4Ｐ、Ⅳ＋)に行くが三ッ峠のマルチピッ

チで最も人気が高いだけあって順番待ちであった。OY＆OBペア、OT＆IZペア、TY＆GT＆SD トリオ

でチャレンジするが、ソロシステム(1人で 2 回登る)の人や横のルートから割り込んで来る人達もいて一

向に進まない。途中で時間切れになり、OY＆OBペアとOT＆IZペアは 2ピッチ目登ったところで懸垂

で降りてきた。トリオチームは 1 ピッチのみで下降した。それでも全員降りてきたときは 17時になってい

た。 

最後は少し消化不良であったが岩場ではよくあることだ。また次回チャレンジすれば良い。 

帰り道に富士山がとても綺麗に見え気分よく帰ることができた。        （記：SD） 

CT：登山口駐車場 7:30‐屛風岩 9:00‐岩トレ 9:00/17:00‐登山口駐車場 18:00 
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